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震災時の空間線量率が 
相対的に高かった 
地域から順に実施 

第22回福島県「県民健康調査」検討委員会資料 

甲状腺検査 甲状腺検査 本格検査の実施順 

平成26年度一次検査実施市町村（25市町村） 

平成27年度一次検査実施市町村（34市町村） 

甲状腺検査は、東京電力福島第一原子力発電所事故時、空間線量率の高かった地域から
順に実施されました。

２回目の検査となる本格検査以降も、先行検査からの間隔が空き過ぎないよう、ほぼ同
様の順序で検査のご案内をしています。平成 28 年度以降は、20 歳を超えた方は５年ご
との検査となりますが、25 歳で受ける検査までは間隔が５年以上空かないよう、間に検
査を受診いただきます。

また、これまでは対象者の方が震災時に居住していた市町村を基に、地図にある順で検
査のご案内をしていましたが、平成 28 年度以降は現住所である市町村を基に検査のご案
内をお送りすることとなっています。

本資料への収録日：平成 27 年３月 31 日
改訂日：平成 28 年３月 31 日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成27年度版）」 第10章 健康管理 




